
 「平和の少女像」を展示した企画展「表現の不自由展・その後」が、

菅官房長官の補助金交付差し止め発言や河村たかし名古屋市長の「即時

中止」要求で、開始 3 日間で中止に追い込まれるとか、「徴用工問題」

での韓国の対応に対する「輸出規制」措置などの安倍政権の強権政治が

進められる状況が起きています。 

 一方、広島・長崎では、原水爆禁止 2019 年世界大会が開催され、被

爆 75周年の 2020年を「核兵器のない平和で公正な世界への歴史的転換

とするために被爆者とともに立ち上がろう」と訴える「国際会議宣言」

を採択しました。 

 そんな中、7日から 9日まで利根中央病院 1階「きらめきホール」に 

於いて、「2019平和のための戦争展」が開 

催されました。今年の展示内容は、沼田市

関係では、旧沼田市に在住した戦没者の

方々の名簿や上牧などから引いた岩本発

電所導水トンネル工事に約 1,000人の朝鮮

人の強制連行された徴用工や 600人を超え 

る中国人の捕虜が動員されていた説明と旧陸軍

火薬製造所沼田地下工場関係資料など沼田市内

の戦争遺跡資料の展示、月夜野の旧中島飛行機地    

下工場跡に関する資料に加え、安倍政権・自民党

がの進める憲法改悪の

中身の指摘資料や原発

事故と放射能を考える

資料を展示するコーナ

ーを設けていました。 

 沼 〇日時：8月 15日(木)午後 1時 30分～2時 30分まで 

〇場所：テラス沼田 5階市議会議場（Waltzホール） 

〇内容：①原爆被害ＤＶＤ                    

    ②被爆体験記・原爆詩の朗読 

   ③参加者による原爆詩の朗読体験 

   ④朗読会を終えての感想や意見発表 
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＊井之川博幸市議 090-7278-6199 

〇日時：8月 10日(土)から 30日(金)まで 

〇場所：テラス沼田 4階・市民ロビーぱるく 

〇内容：パネル展示・ＤＶＤ上映など 

中国人の強制連行事件

を扱ったコーナー 

展示された戦没者名簿 

2019平和のための戦争展会場の様子 

上川田の地下工場跡 


